
 

2019年度事業計画  

 

教育改革（夢の種プロジェクト『探す』） 

気づきの教育（入学後半年間の「なりたい自分発見カリキュラム」）のさらなる進化 

 ※2019年度カリキュラム改訂により、気づきの教育のさらに進化させ、学生自身が低年次において将

来設計をしっかり考えた上で、4年間の大学生活を送ることが目的 

 ・気づきの教育にビジネス文書作成、国際交流プログラム、ルール・マナー教育を導入 

 ・オフキャンパスプログラムⅠ（1年生インターンシップ）参加者数アップ 

 ・将来の目標が明確になった学生の割合向上 

 

 

教育改革（夢の種プロジェクト『育てる』） 

授業改革 

 ※2019年度カリキュラム改訂により、教員が「教える」教育（知識教授型授業）から学生自身が主体

的に「学ぶ」教育（考える学習型授業）への全面的転換が目的 

 ・全ての授業を「考える学習型授業」へ転換させるため、大人数授業の削減等、 

  ハード面・ソフト面の環境整備実施 

 ・ビジネスパーソンを育てる大学として、実社会で活かせる力の評価ができる本学ならではの成績評

価の在り方を追求 

 ・学生生活モデル（仮称）新カリキュラムバージョン 20業種完成 

 

社会共創活動を通して学生の育成強化 

 ・企業・自治体等と連携した社会共創活動への専任教員参画人数アップ 

 ・神戸学生イノベーターズグランプリ（本学の連携協定高校や近隣他大学も参加し、毎年 1 つの企業

と連携して行う商品開発プログラム）への参加者数・連携協定高校参加数アップ 

 ・人材育成プログラム・キャリアアップセミナーの参加者数アップ 

 

学生満足度向上のための教育プログラム充実 

 ・トライやるイヤー制度（自分の夢や目標を徹底的に集中して突き詰め、自分自身の成長を図る（例：

海外留学、起業に向けた活動、資格取得等））の整備と在学生・受験生への周知徹底 

 ・教職課程・教員採用試験対策プログラムの実施 

 ・グローバル・スタディーズ・プログラム（GSP）の実施 

 ・公務員試験対策プログラムの実施 

 ・簿記会計プログラムの実施 

 ・資格取得講座の開講 

 



低単位取得者へのフォロー 

 ・未履修者数、コース希望届提出者数の減少 

 ・基礎能力科目の修得率向上 

 

学生自治組織の自主的運営を通じた、ルール・マナー修得活動の推進 

 ・キャンパスマナーを制定し、守るべきルール・マナーを明確化 

 

課外活動加入促進 

 ・2020年 4月課外活動新ルール発足に向けた現行制度の見直し（サークル区分新設等） 

 ・クラブ加入率 40%目標 

 ・サークル加入率 20%目標 

 ・留学生クラブ加入率アップと日本人学生との交流促進 

 

国際交流施設学生寮の「教育寮」としてのポテンシャル向上 

 ・教育寮に適した国際交流プログラム、学修プログラム等の企画・実施 

・学生のルール・マナーの修得・向上 

 

図書館・メディアセンターの活性化と適切な管理運営 

 ・図書館サークル Libroの活動と図書館事業を連携し、利用者である学生目線での活性化を図る 

 ・図書館・メディアセンターの来館者数増 

 ・適切な蔵書数と品揃えの実現に向けた図書の購入と除籍を推進 

 

 

教育改革（夢の種プロジェクト『咲かせる』） 

就職改革（キャリア教育） 

 ※人格形成・職業観醸成のための「キャリア教育」を実施することが目的 

 ・キャリア教育の推進（キャリア教育科目（2～4年次開講）の受講者数アップ） 

 ・キャリア実習参加の学生満足度向上 

 

学生に対しての就職サポート 

 ・就職率 98%以上の維持 

 ・留学生就職率 98%以上 ※数値は日本国内における就職率 

 ・ゼミ担当教員、就職部職員による細部に渡る徹底した支援、情報共有 

 

企業とのネットワーク強化 

 ・在学生出身エリア（重点エリア：兵庫県・中四国地方）の地元企業新規開拓、ネットワーク強化 

 

 



施設・インフラ整備 

学内システムの安定稼働  

・学内のシステム及び関連機器の安定稼働 

・天災、地震等の災害によるシステムトラブル防止徹底 

 ・学内Wi-Fi機器のリプレイス 

 

学内施設の補修及び改修 

 ・学内 LED化の推進 

・クラブハウスの内装塗装 

 ・中内功記念館の音声ガイドシステム導入およびダイエー資料改修工事による学習環境整備 

 

 

組織・財務 

中内学園中長期計画（第三次）（2017～2019年度）に則った 2019年度事業の推進およびチェック 

 ・単年度の事業計画について全教職員が意識して業務にあたることで計画に則った施策を確実に実行

し、進捗をチェックすることで次のアクションに繋げる 

 

中長期計画（2020～2022年度）の策定 

 ・教職員一体となった不断の教育改革 

 ・財務構造の磐石化 

 

教育活動指針の明確化と満足度向上 

 ・大学に貢献度の高い教員の顕彰と満足度向上 

 

新卒採用の定型化と即戦力中途採用の実施 

 ・求める職員像との合致及び教育支援を意識した採用 

 

働き方改革による労働時間の削減とそれを反映した評価の導入 

 ・職員の育成・レベルアップと長時間労働改革の継続・意識づけ 

 

財務構造の磐石化と戦略投資 

 ・精度の高い資金ポジション把握および経費コントロールにより、戦略投資に繋げる 

 ・研究費の適切な使用促進 

 

 

 

 

 



入試・広報 

高大連携による関係強化 

 ・高大連携協議会の開催、本学教員による出張講義、学園祭での模擬店出展・展示発表、 

  ビジネスセミナー（本学開催）への参加等、Win-Winの関係づくり 

 

入試制度別の募集戦略 

 ・各入試制度ターゲット別の施策実施 

 

オープンキャンパスおよび入試相談会＆大学見学会 

 ・受験生・保護者のニーズを把握した、きめ細やかな対応 

 ・本学の特徴ある授業（企業と連携した特別講義等）の実施、気づきの教育での成果展示、就職支援サ

ポートプログラムの紹介等 

 

在学生保護者に対する情報発信、帰属意識向上に繋がる企画の充実 

 ・会報誌等を通じた就職支援等に関する情報発信 

・保護者イベント年間総参加者数増 

 ・第 8回ネアカ塾開催による、保護者・地域の方々への大学の知的資産を還元 

 

 

有朋会の活性化 

2019年度ホームカミングデーの開催 

 ・卒業生、教職員 OBのみならず在学生が参加できる企画（就職相談、起業相談等）を導入し、 

  在学生の参加者数もアップさせる 

 

有朋会からの学生支援 

 ・気づきの教育における在学生との交流、講師協力の実施 

 ・OB・OG就職相談会等の支援 

 

 

 


